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太
陽
は
不
可
欠

最
近
ま
で
、
人
々
の
生
活
の
場
は

外
に
あ
り
、
否

応

な
し
に
光
線
を

浴
び
ま
し
た
が

ざ
わ
ざ
紫
外
線

を
防
ぐ
と
言
う
と
売
れ
る
時
代
で
す
。

こ
の

一
因
は
、
オ
ゾ
ン
層
が
破
壊

さ
れ
地
表
に
達
す
る
Ｕ
Ｖ
Ｂ

（波
長

の
短
い
紫
外
線
）
が
増
え
た
か
ら
で

し
ょ
う
。
因
に
、
Ｕ
Ｖ
Ｂ
に
よ
る
日

焼
け
効
果
は
じ
Ｖ
Ａ

（長
波
紫
外
線
）

の
５
０
０
倍
か
ら
１
０
０
０
倍
と
言

わ
れ
ま
す
´ヽ
し
か
し
、
無
病
息
災
を

望
む
な
ら
、
太
陽
が
人
類
を
含
め
地

球
の
生
態
系
に
不
可
欠
な
こ
と
を
忘

れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

―
れ
は
紫
外
線
と
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
の

関
係
の

一
事
を
と

っ
て
も
明
白
で
す

が
、
残
念
な
こ
と
に
自
然
の
恩
恵
に

は
無
関
心
な
風
潮
も
手
伝

っ
て
、
存

外
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
身
近
な
例

を
挙
げ
れ
ば
、
乳
児
に
日
光
浴
を
さ

せ
な
さ
い
と
指
導
す
る
の
は
、
母
乳

（牛
乳
も
同
じ
）

に
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
が

な
い
た
め
カ
ル
シ
ウ
ム
を
利
用
で
き

ず
ク
ル
病
に
な
る
か
ら
で
す
が
、
殆

ど
の
父
母
は
母
乳
に
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
が

な
い
こ
と
を
知
ら
ず
に
過
ご
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
を
敷
行
し
て
是
非
と
も

覚
え
て
欲
し
い
の
は
、
地
上
で
Ｌ
れ

る
食
品
に
は
母
乳
と
同
様
ビ
タ
ミ
ン

Ｄ
が
な
い
こ
と
で
す
。
こ
れ
が
分
か

れ
ば
、
子
供
か
ら
老
人
ま
で
、
男
性

も
女
性
も
、
日
光
浴
が
必
要
な
こ
と

は
自
明
な
筈
で
す
。
殊
に
発
育
期
の

子
供
は
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
の
需
要
が
増
す

こ
と
か
ら
、
夕
一人
は
慮
書
に
の
ビ
タ
ミ

ン
Ｄ
生
成
能
が
大
幅
に
低
下
す
る
こ

と
か
ら
、
暉
光
浴
に

一
層
意
を
用
い

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
〓

こ
れ
ら
の
事
実
を
正
し
く
認
識
し
、

コ
マ
ー
シ
ャ
ル
ベ
ー
ス
の
為
に
す
る

枝
葉
の
論
議
に
惑
わ
さ
れ
る
こ
と
な

く
本
質
を
見
定
め
な
い
と
、
骨
が
脆

く
な
る
だ
け
で
な
く
、
ア
レ
ル
ギ
ー

疾
患
や
成
人
病
で
苦
し
む
こ
と
に
な

り
ま
す
。

今
、
人
類
が
危
な

い
の
は

人
類
が
自
然
の
ま
ま
に
暮
ら
し
環

境
を
破
壊
し
な
か

っ
た
ら
、
″人
類

が
危
な
い
″
と
環
境
が
論
議
の
対
象

に
さ
れ
る
こ
と
は
な
か

っ
た
で
し
ょ

う
。
し
か
し
人
類
は
自
ら
の
知
恵
に

溺
れ
、
環
境
破
壊
の
元
凶
に
な
り
ま

し
た
。
太
陽
に
つ
い
て
〓
え
ば
、
地

球
を
守

っ
て
き
た
オ
ゾ
ン
層
を
破
壊

し
て
光
線
の
質
を
変
え
る
仕
掛
け
人

に
な

っ
た
の
で
す
。
し
か
も
現
状
は

問
題
解
決
の
糸
口
す
ら
あ
り
ま
せ
ん
ｃ

一
方
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
太
陽

は
人
類
に
と

っ
て
不
可
欠
で
、
光
線

を
抜
き
に
存
続
す
る
こ
と
も
不
可
能

で
す
。
今
′、
こ
の
点
を
踏
ま
え
て
人

類
の
未
来
を
考
え
る
と
、
浴
び
る
と

危
な
い
の
か
、
浴
び
な
い
と
危
な
い

の
か
、
迷
路
に
迷
い
込
ん
だ
よ
う
な

状
況
で
迷

っ
て
い
る
か
も
知
れ
ま
せ

ん
が
、
自
然
の
成
り
立
ち
か
ら
考
え

て
、
浴
び
な
い
方
が
余
程
危
な
い
こ

と
脅
露
る
べ
き
で
す
。

皮
膚
防
護
層

に
つ
い
て

太
陽
と
上
手
に
付
き
合

っ
て
、
夏

休
み
を
楽
し
く
過
ご
し
、　
つ
い
で
に

身
体
［を
丈
夫
に
す
る
、
こ
れ
は

一
寸

し
た
コ
ツ
さ
え
担
め
ば
意
外̈
に
易
じ

い
の
で
す
（）
唐
突
と
思
う
か
も
知
れ

ま
せ
ん
が
、
断
食
を
止
め
た
途
端
に

山
盛
り
の
御
馳
走
を
無
理
矢
理
食
べ

た
と
し
た
ら
、
吐
く
か
下
す
か
、
緑

な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
食

べ
方

が
悪
い
か
、
食
べ
物
が
悪
い
か
、
言

う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
ｃ
同
様
に
長

い
間
、
光
線
に
当
た
っ
た
こ
と
が
な

い
無
防
備
の
皮
膚
に
、
突
然
、
そ
れ

も
長
時
間
、
光
線
を
当
て
た
と
し
た

ら
、
皮
膚
炎
を
起
こ
す
か
火
傷
の
よ

う
に
な
っ
て
当
た
り
前
で
す
。
こ
れ

は
浴
び
方
が
悪
い
の
で
す
。

結
論
を
言
え
ば
、
皮
膚
に
は
光
線

に
対
す
る
防
護
機
構
が
あ
り
、
防
護

層
を
作

っ
て
光
線
に
よ
る
障
害
を
未

然
に
防
い
で
い
ま
す
。
こ
の
内
、
生

ま
れ
付
き
備
わ
っ
た
防
護
層
が
肌
の

色
で
、
黄
色
人
種
の
日
本
人
は
自
人

よ
り
遥
か
に
有
利
で
す
。
ま
た
陽
光

の
下
の
日
焼
け
は
獲
得
し
た
防
護
層

に
な
り
ま
す
の
で
、
前
以

っ
て
皮
膚

に
防
護
層
を
作

っ
て
お
く
こ
と
が
太

陽
と
上
手
に
付
き
合
う
要
諦
で
す
。

太
陽
と
上
手
な
付
き
合

い
方

来
る
日
も
来
る
日
も
、
フ
ン
ド
シ

ひ
と

つ
で
漁
に
出
て
い
る
漁
師
が
光

線
で
皮
膚
障
害
を
起
こ
し
た
話
な
ど

聞
い
た
こ
と
が
な
い
で
し
ょ
う
。
こ

の
よ
う
に
外
で
暮
ら
せ
ば
、
そ
の
土

地
や
季
節
に
適
し
た
防
護
層
が
自
然

に
出
来
る
た
め
、
皮
膚
障
害
を
起
こ

す
こ
と
は
あ
り
得
な
い
の
で
す
。
言

い
換
え
れ
ば
、光
線
の
皮
膚
障
害
は
文

明
病
で
す
。
こ
こ
で
太
陽
と
上
手
に
付

き
合
う
要
点
を
簡
略
に
記
せ
ば
、

Ｏ
徐
々
に
光
線
に
慣
れ
る

目
光
浴
は
皮
膚
障
害

（Ｕ
Ｖ
Ｂ
に

よ
る
Ｄ
Ｎ
Ａ
障
害
）
を
修
復
で
き
る

範
囲
で
始
め
ま
す
。
具
体
的
に
は
始

め
の
二
、
三
日
は
三
十
分
程
度
に
留

め
る
こ
と
で
す
。
し
か
し
こ
れ
で
は

レ
ジ
ャ
ー
も
台
無
し
で
す
か
ら
、
一開
々

か
ら
都
合
の
つ
く
時
間
や
休
日
を
利

用
し
て
少
し
づ

つ
日
光
浴
を
し
て
準

備
し
て
お
く
こ
と
で
す
。

②
小
麦
色
の
肌
に
な

っ
た
ら

皮
膚
が
少
し
づ

つ
日
焼
け
し
て
色

素
が
沈
着
し
始
め
た
ら
、
口
光
浴
の

時
間
を

一
時
間
、
二
時
間
と
延
ば
し
、

小
麦
色
の
肌
に
な
る
ま
で
徐
々
に
濃

く
し
ま
す
。
精

一
杯
目
光
浴
を
楽
し

む
の
は
そ
れ
か
ら
に
し
て
く
だ
さ
い
。

（Ｕ
Ｖ
Ｂ
の
問
題
点

に
つ
い
て
は
次

号
で
記
載
す
る
予
定
で
す
）
。
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「
さ
ざ
え
の
つ
ぼ
焼
」

宇
都
宮
義
真
撮
影

涙
の
殺
菌
力

我
々
が
日
常
生
活
を
営
ん
で
い
る

所
は
、
そ
れ
が
建
物
の
中
で
も
、
路

上
で
も
、
バ
ス
や
電
車
や
汽
車
の
中

で
も
、
塵
埃
ル
主
（
に
日
に
見
え
な
い

無
数
の
細
菌
が
浮
遊
し
て
い
る
。
こ

の
中
で
日
は
勇
敢
に
も
四
六
時
中
開

い
て
い
る
が
、
考
え
よ
う
に
よ
っ
て

は
無
謀
に
近
い
危
険
な
状
態
に
さ
ら

さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
の
か
も
知
れ

な
い
。
し
か
し
こ
こ
で
も
自
然
に
備

わ

っ
た
自
己
防
衛
力
の
妙
味
が
如
何

な
く
発
揮
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

眼
球
を
潤
し
て
い
る
涙
に
強
い
殺
菌

力
が
あ
り
、
細
菌
の
繁
殖
を
防
い
で

い
る
。
或
る
学
者
は
実
験
の
結
果
、

涙
を
四
万
倍
に
薄
め
て
も
殺
菌
力
が

あ
る
と
言

っ
て
い
る
。

感
染
症
を
防
ぐ

自
然
良
能

一涙
の
殺
菌
力
と
同
じ
自
然
良
能
は
、

我
々
の
身
体
全
部
に
備
わ
っ
て
い
る
。

例
え
ば
、
空
気
や
食
物
と
共
に
様
々

な
無
数
の
細
菌
を
吸
入
し
て
も
飲
み

込
ん
で
も
容
易
に
病
気
に
な
ら
な
い

の
は
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
外
敵
に
対

す
る
防
衛
力
と
抵
抗
力
が
あ
る
か
ら

で
あ
る
。
単
に
排
泄
物
と
考
え
ら
れ

て
い
る
尿
に
も
殺
菌
力
が
あ
る
の

皆
が
恐
れ
お
の
の
く
結
核
も
、
綿

密
に
診
断
す
れ
ば
大
半
の
人
が
既
に

一
度
は
感
染
し
て
い
る
が
、
発
病
す

る
こ
と
な
く
自
分
で
も
気
付
か
ぬ
う

ち
に
治

っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
自

然
の
防
衛
力
と
抵
抗
力
が
あ
れ
ば
、

医
薬
を
用
い
ず
と
も
自
力
で
治
る
場

合
が
案
外
多
い
の
で
あ
る
ｃ

不
老
長
寿
の
四
要
素

名
医
と
言
わ
れ
る
医
師
は
、
臨
床

経
験
が
豊
富

に
な
る
の
に
伴

っ
て
、

益
々
自
然
の
力
に
信
頼
を
置
く
よ
う

に
な
り
、
薬
剤
の
効
果
に
疑
間
を
抱

く
に
至
る
を
常
と
す
る
と
い
う
。

医
学
博
士
二
木
謙
三
氏
は
、
健
全

に
生
き
る
た
め
に
絶
対
に
必
要
な
四

要
素
と
し
て
、
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
が
重

視
し
た
一
、
太
陽
光
線

二
、
空
気

二
、
水

四
、
食
物

を
挙
げ
、
こ
の
四
つ
が
完
全
か
不
完

全
か
に
よ

っ
て
、
不
老
長
寿
が
得
ら

れ
自
然
死
に
な
る
か
、
病
を
得
て
不

自
然
死
に
な
る
と
述
べ
て
い
る
。

言
う
ま
で
も
な
い
が
、
地
球
上
、

何
処
を
探
し
て
も
不
老
長
寿
の
薬
な

ど
は
な
い
の
で
あ
る
。
不
老
長
寿
を

得
た
い
な
ら
、
前
述
の
四

つ
の
要
素

に
よ
る
し
か
他
に
道
は
な
い
。
し
か

も
こ
れ
が
完
全
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
の
四
要
素
こ
そ
、
自
然
の
力

に
信
頼
を
置
く
安
全
に
し
て
確
実
な

不
老
長
寿
の
方
策
で
あ
る
。
自
然
の

力

（法
則
）
を
知

っ
て
こ
れ
に
従
う

こ
と
、
そ
れ
以
外
に
は
良
策
は
な
い
。 1_____.___‐

― ■ ‐ ‐ 1

1  自然のカ
1・ :・

::      宇都宮 義真

:驚くべき

サ
ナ
モ
ア
で

自
然
の
力
を
増
強

感
染
症

の
原
因
は
細
菌
や
寒
暑
の

よ
う
な
外
因
に
あ
る
と
思

っ
て
い
る

人

は
多

い
が
、
真

の
原
因

で
且

つ
一

番
恐
ろ
し
い
の
は
外
因

で
は
な
く
、

抵
抗
力

（自
然
の
防
衛
力
）

の
な
い

内
因

で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
感
染

と
発
病
は
別
で
あ

っ
て
、

こ
の
間
に

個
体

の
要
因
が
係
わ

っ
て
い
る
の
で

あ
る
。
サ
ナ
モ
ア
は
こ
の
抵
抗
力
を

増
強
す
る
作
用
が
あ
る
。

本
来
、
太
陽
光
線
は
完
全
な
も
の

で
あ
る
が
、
都
市
部

で
は
大
気

に
不

潔
物
が
混
ざ

っ
て
い
て
不
完
全
な
も

の
で
あ
る
。
従

っ
て
、
太
陽
光
線
に

恵
ま
れ
な
い
都
市
生
活
者
は
、
絶
え

ず
適
度
な
人
工
光
線
浴
を
し
て
、
日
々

の
疲
労
を
回
復
し
、
何
時

で
も
細
菌

に
打
ち
勝

つ
だ
け
の
抵
抗
力
を
養

っ

て
お
く
こ
と
が
肝
要

で
あ
る
。

「
光
と
熱
」

昭
和
１０
年
６
月
５
日
発
行

―
驚
く
べ
き
涙
の
殺
菌
カ
ー

昭
和
１２
年
１１
月
１
日
発
行

―
不
老
不
死
の
四
要
素
―

よ
り
要
約
し
た
．
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(3)平成 4年 7月 1日

は
じ
め
に

サ
ナ
モ
ア
光
線
療
法
は
、
太
陽
光

線
に
近
似
し
た
光
線
を
応
用
し
て
、

健
康
増
進
、
抵
抗
力
の
強
化
、
自
然
治

癒
力
の
増
強
を
企
図
し
た
治
療
法
で

あ
り
、
医
薬
に
見
離
さ
れ
た
人
の
健

康
回
復
に
も

一

筋
の
光
明
を
与

え
る
も
の
で
あ

る
。
従

っ
て
、
サ

ナ
モ
ア
光
線
療

法
で
用
い
る
サ

ナ
モ
ア
カ
ー
ボ

ン
は
、
何
れ
も

太
陽
光
線
の
全

有
効
波
長
を
放

射
す
る
が
、
光

線
に
は
波
長
に

よ
り
異
な
る
作

用
が
あ
る
た
め
、

用
途
に
応
じ
有

効
な
作
用
波
長

を
増
量
し
た
方

が
効
果
を
得
易

い
。
そ
の
た
め
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
、
Ｄ
の
四
種

の
カ
ー
ボ
ン
が
あ
る
。

以
下
、
各
カ
ー
ボ
ン
に
つ
い
て
例

示
的
に
説
明
す
る
が
、
カ
ー
ボ
ン
は

Ａ
Ｂ
、
Ａ
Ｃ
、
Ａ
Ｄ
、
Ｂ
Ｃ
、
Ｂ
Ｄ
、

Ｃ
Ｄ
の
如
く
組
み
合
わ
せ
て
使

っ
て

も
差
し
支
え
な
い
。

Ｂ
カ
ー
ボ

ン

（強
赤
外
線

用
）

［主
な
作
用
］
赤
外
線
は
深
達
透
過

性
に
優
れ
、
体
内
深
部
に
達
し
て
熱

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
わ
る
深
部
温
熱
作

用
が
あ
る
。
鎮
痛
、
消
炎
、
筋
弛
緩
、
局

所
循
環
の
改
善
に
顕
著
な
効
果
が
あ

る
だ
け
で
な
く
、
胃
腸
の
嬬
動
運
動

の
調
整
、解
土量
病
巣
の
吸
収
、
細
菌
繁

殖
の
抑
制
な
ど
様
々
な
作
用
が
あ
る
。

［主
た
る
効
果
と
適
応
疾
患
］

０
急
性
ま
た
は
慢
性
の
疼
痛
の
改
善

外
傷
性
疾
患

（捻
挫
な
ど
）
に
伴

う
痛
み
、
慢
性
の
腰
痛
や
関
節
痛
、

神
経
痛
、
リ
ウ
マ
チ
、
歯
痛
、
火
傷

の
痛
み
、
化
膿
性
炎

に
伴
う
痛
み
、

腹
痛
な
ど
。

②
血
液
循
環
の
改
善
　
一肩
凝
り
、
痔
、

前
立
腺
肥
大
、
象
皮
病
、
冷
え
性
、

静
脈
瘤
、

レ
ー
ノ
ー
症
状
、
糖
尿
病

性
壊
疸
、
バ
ー
ジ
ャ
ー
病
な
ど
。

０
深
部
温
熱
効
果
　
呼
吸
器
疾
患
、

循
環
器
疾
患
、
消
化
器
疾
患
、
泌
尿

器
疾
患
、
眼
科
欠
患
、
耳
鼻
科
疾
患
、、

婦
人
科
疾
患
な
ど
。

０
解
熱
、
解
毒
、
安
眠
、
疲
労
回
復

な
ど
。

［解
説
］
サ
ナ
モ
ア
を
体
験
す
る
と

即
座
に
分
か
る
利
点
に
、
痛
み
を
原

因
か
ら
取
り
除
く
優
れ
た
鎮
痛
効
果

が
あ
る
。
そ
の
機
序
は
、
赤
外
線
の

作
用
で
患
部
の
深
部
体
温
が
上
昇
す

る
た
め
、
個
体
は
循
環
す
る
血
液
や

リ
ン
パ
液
を
増
や
し
て
常
温
に
戻
そ

う
と
す
る
変
化
が
起
き
る
が
、
そ
の

結
果
、
起
炎

・
発
痛
物
質

の
排
泄
、

不
活
性
化
を
促
す
と
共
に
、
治
癒
力

を
増
し
て
組
織
の
修
復
を
助
け
、
腫

れ
が
引
き
痛
み
が
和
ら
ぐ
の
で
あ
る
。

殊
に
、
近
年
の
高
齢
化
で
難
治
な
慢

性
の
骨
関
節
痛
に
苦
し
む
人
が
増
え

た
が
、
紫
外
線
の
骨
を
強
化
す
る
作

用
と
相
ま

っ
て
、
サ
ナ
モ
ア
は
福
音

と
言

っ
て
も
過
言
で
な
い
。

Ｃ
カ
ー
ボ

ン

（強
紫
外
線

用
）

［主
な
作
用
］
紫
外
線
は
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
高
い
が
透
過
力
は
な
く
、
皮
膚
で

吸
収
さ
れ
て
反
応
性
充
血
を
起
こ
し
、

皮
膚
の
抵
抗
力
を
高
め
る
。
加
え
て
、

痒
み
を
和
ら
げ
る
効
果
や
殺
菌
作
用

が
あ
る
た
め
、
各
種
皮
膚
疾
患
に
汎

用
さ
れ
る
。
ま
た
強
い
光
化
学
作
用

が
あ
り
様
々
な
光
産
物
を
生
成
す
る
。

［主
た
る
効
果
と
適
応
疾
患
］

０
皮
膚
病
の
治
療
　
湿
疹
、
ア
ト
ピ
ー

性
皮
膚
炎
、
か
ぶ
れ
、
乾
癬
ヽ
白
斑
、

円
形
脱
毛
症
、
掌
瞭
膿
疱
症
な
ど
。

②
皮
膚
感
染
症
の
治
療
　
み
ず
い
ば
、

と
び
ひ
、
わ
き
が
、

ヘ
ル
ペ
ス
、
た

む
し
、
水
虫
な
ど
。

０
表
皮
の
再
生

・
肉
芽
の
形
成
　
火

傷
、
と
こ
ず
れ
な
ど
。

［解
説
］
紫
外
線
は
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
を

生
成
す
る
作
用
波
長
で
あ
り
、
カ
ル

シ
ウ
ム
の
恒
常
性
を
保

つ
だ
け
で
な

く
、
副
腎
皮
質
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
を

促
し
て
ス
ト
レ
ス
に
対
す
る
抵
抗
力

を
高
め
、
筋
力
を
強
め
、

コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
を
低
下
さ
せ
、
肉
芽
腫
を
吸

収
す
る
な
ど
様
々
な
働
き
が
あ
る
。

Ｄ
カ
ー
ボ

ン

（強
可
視
線

用
）

［主
な
作
用
］
可
視
線
に
は
深
達
性

が
あ
り
、
温
熱
作
用

（物
理
作
用
）

と
光
化
学
作
用
が
あ
る
。
新
陳
代
謝
、

腫
瘤
や
硬
結
の
吸
収
、
抗
腫
瘍
効
果
、

鎮
痛
、
消
炎
な
ど
に
有
効
で
あ
る
。

［主
な
効
果
と
適
応
疾
患
］

田
内
臓
疾
患
　
田円
腸
炎
、
胃

ｏ
ｌ２
指

腸
潰
瘍
、
肝
炎
、
肝
硬
変
、
胆
嚢
炎
、

胆
石
症
、
膵
臓
炎
、
潰
瘍
性
大
腸
炎
、

腎
炎
、
ネ
フ
ロ
ー
ゼ
症
候
群
な
ど
。

②
代
謝
改
善
温
熱
作
用
　
泌
尿
器
系

疾
患
、
耳
鼻
咽
喉
科
疾
患
、
眼
科
疾

患

（特
に
眼
底
疾
患
）
、
婦
人
科
疾

患
な
ど
。

０
腫
瘍
性
疾
患
　
ポ
リ
ー
プ
、
腫
瘍

な
ど［解
説
］
可
視
線
は
発
育
に
重
要
な

働
き
が
あ
り
、
分
光
し
て
各
々
の
波

長
で
飼
育
す
る
と
発
育
に
差
が
出
る

こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
日
の

光
受
容
器
を
介
し
て
松
果
体
ホ
ル
モ

ン
の
メ
ラ
ト
ニ
ン
の
分
泌
を
支
配
し
、

生
体
の
リ
ズ
ム

（体
内
時
計
）
や
周

期
的
な
活
動
と
同
調
し
、
性
成
熟
を

促
し
、
う

つ
病
や
痴
果
を
予
防
す
る
。

な
お
新
生
児
重
症
黄
疸
の
治
療
に
用

い
ら
れ
る

Ａ

カ
ー
ボ

ン

（
標
準
光
線
）

［主
な
作
用
］
赤
外
線
、
可
視
線
、
紫

外
線
を
ほ
ぼ
均
等
に
放
射
し
、
前
述

の
作
用
を
平
均
し
て
有
す
る
こ
と
か

ら
、
単
独
で
、
或
い
は
他
の
カ
ー
ボ
ン

と
組
み
合
わ
せ
て
最
も
汎
用
さ
れ
る
。

［主
た
る
効
果
と
適
応
疾
患
］

０
健
康
法

骨
粗
霧
症
の
予
防
な
ど
。

②
感
染
症
に
対
す
る
抵
抗
力
の
増
強

風
邪
の
予
防
な
ど
。

０
免
疫
応
答
の
調
節

・
ア
レ
ル
ギ
ー

体
質
の
改
善
　
花
粉
症
の
予
防

・
治

療
な
ど
。

④
動
脈
組
織
内
カ
ル
シ
ウ
ム
濃
度
の

低
下
　
一局
血
圧
、
動
脈
硬
化
の
予
防

・

治
療
な
ど
。

Ｄ
自
律
神
経

・
内
分
泌
系
機
能
の
調

整
　
自
律
神
経
失
調
症
、
糖
尿
病
な

ど
。

０
が
ん
予
防
　
大
腸
が
ん
、
乳
が
ん

な
ど
。

［解
説
］
腰
痛

で
光
線
療
法
を
し
て

も
、
風
邪
を
引
か
な
い
と
か

ア
レ
ル

ギ
ー
体
質
が
改
善
し
た
と
か
言
う
よ

う
な
様
々
な
付
随
効
果

の
あ
る
の
が

光
線
療
法

の
特
徴

で
あ
り
真
骨
頂

で

も
あ
る
。
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☆
胆
石
症

症
例
　
５０
歳
　
女
性
　
主
婦

症
状
　
一二
年
程
前
か
ら
年
に

三
二

回
、
右
上
腹
部
に
痛
み
を
感
じ
、
時
に

み
ず
お
ち
辺
り
が
痛
む
こ
と
も
あ

っ

た
が
、並
自段
は
同
居
し
て
い
る
母
親
の

サ
ナ
モ
ア
を
借
り
て
照
射
す
る
と
暫

く
し
て
治
ま
る
た
め
、医
師
の
診
察
を

受
け
る
気
に
な
ら
ず
放

っ
て
置
い
た
。

そ
の
日
は
仲
間
の
グ
ル
ー
プ
数
人

と
中
華
料
理
店
で
昼
一食
を
と
り
、
帰

宅
し
て
二
時
間
程
し
て
か
ら
急
に
激

し
い
腹
痛
に
襲
わ
れ
た
。
痛
み
が
余

り
に
激
し
か

っ
た
た
め
、
こ
れ
か
ら

の
指
導
も
兼
ね
て
治
療
し
て
も
ら
い

た
い
と
来
所
し
た
。
身
長
１５４

卸
ヽ
体

重
５７
ｋｇ
、
小
太
リ
タ
イ
プ
。

療
法
経
過
　
Ｂ
Ｄ
カ
ー
ボ
ン
を
用

い
、　
一
号
集
光
器
を
使
用
し
て
右
上

腹
部
に
前
か
ら
４０
分
、
側
方
か
ら
２０

分
、
開
放
で
踏
を
中
心
に
腹
部
に
前

方
か
ら
１０
分
、
後
方
か
ら
１０
分
、
次

い
で
Ａ
Ｂ
カ
ー
ボ
ン
で
、
足
裏
２０
分
、

膝
１０
分
照
射
し
た
。
患
者
は
患
部
照

射
が
終
わ

っ
た
頃
か
ら
痛
み
が
和
ら

ぎ
楽
に
な

っ
た
よ
う
で
寝
入

っ
て
し

ま

っ
た
。
治
療
を
終
え
て
か
ら
、
今

夜
は
就
寝
前
に
再
度

一
号
集
光
器
を

使
い
右
上
腹
部
に
Ｂ
Ｄ
カ
ー
ボ
ン
で

３０
分
照
射
す
る
よ
う
に
指
示
し
た
。

翌
日
、
痛
み
は
殆
ど
無
か

っ
た
が

病
院
に
行
き
超
音
波
検
査
を
受
け
た

と
こ
ろ
、
胆
石
が
二
個
発
見
さ
れ
、

胆
石
症
と
診
断
さ
れ
た
。
病
院
で
は

手
術
は
心
臓
に
持
病
が
あ
る
の
で
見

合
わ
せ
、
六
ケ
月
間
は
胆
石
溶
解
剤

を
服
用
し
な
が
ら
経
過
を
見
る
こ
と

に
な

っ
た
。

そ
の
後
、
指
示
し
た
通
り
に
光
線

療
法
を
朝
夕
二
回
行

っ
て
い
る
が
、

一
週
間
後
に
は
腹
部
の
膨
満
し
た
よ

う
な
不
快
感
は
消
失
し
た
。
な
お
患

者
は
光
線
療
法
で
胆
石
が
排
出
し
た

当
所
の
治
験
例
を
知

っ
て
お
り
、
数

☆
睾
丸
炎

症
例
　
２５
歳
　
男
性
　
会
社
員

症
状
　
患
者

は
お
た
ふ
く
風
邪

（流
行
性
耳
下
腺
炎
）
を
患

っ
て
い

た
が
、
罹
病
し
て
十
日
目
の
朝
方
、

電
話
で
両
側
の
睾
丸
が
腫
れ
て
激
し

く
痛
み
、
排
尿
し
に
く
い
が
光
線
を

掛
け
て
も
良
い
か
と
問
い
合
わ
せ
て

来
た
。
咄
差
に
お
た
ふ
く
風
邪
で
睾

丸
炎
を
起
こ
し
た
と
思
い
、
痛
み
が

止
ま
る
ま
で
照
射
し
な
さ
い
と
指
示

し
た
。
そ
の
日
の
午
前
十
時
頃
、
母

親
か
ら
電
話
が
あ
り
、
病
院
で
睾
丸

炎
と
診
断
さ
れ
最
悪
の
場
合
は
手
術

に
な
る
か
も
知
れ
な
い
と
言
わ
れ
た

が
、
息
子
は
手
術
は
絶
対
に
受
け
た

く
な
い
の
で
光
線
の
先
生
に
診
て
貰

ヶ
月
後
に
手
術

の
必
要
な
し
と
所
見

の
出
る
こ
と
を
期
待
し
て
、
食
事
制

限
、
特

に
好
き
な

コ
ー
ヒ
ー
の
我
慢

が
辛

い
と
言

い
な
が
ら
希
望
を
も

っ

て
照
射
を
続
け
て
い
る
。

神
戸
市
　
ウ
エ
ノ
光
線
療
研

上
野
　
健
太
郎
氏
報
告

Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｏ
七
八
―
三
三
二
―

一
二
五
八

☆
腰
椎
椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア

（打
撲

の
後
遺
症
）

症
例
　
５２
歳
　
女
性

症
状
　
約
２０
年
前
に
赤
子
を
抱
い

た
ま
ま
座

っ
た
姿
勢
で
階
段
か
ら
滑

り
落
ち
、
尾
骨
、
右
股
関
節
、
大
腿
、

膝
、
か
か
と
等
を
ひ
ど
く
打
撲
し
た
。

以
来
、
あ
ち
こ
ち
痛
み
、
後
遺
症
に

苦
し
ん
で
来
た
が
、
こ
の
間
、
治
り

た
い

一
心
で
体
操
教
室
に
入

っ
た
り

い
た
い
と
言

っ
て
い
る
の
で
伺
い
た

い
と
の
こ
と
で
あ

っ
た
。

来
訪
し
た
患
者
は
発
熱
し
て
お
り
、

睾
丸
か
ら
下
腹
部
や
臀
部
に
放
散
す

る
激
痛
を
訴
え
、陰
嚢
は
握
り
拳
大
位

に
腫
人
じ
、表
面
は
熱
を
持
っ
て
赤
く
光

沢
が
あ
り
、
見
る
か
ら
に
痛
々
し
か
っ
た
。

療
法
経
過
　
一
一灯
照
射
法
を
用
い
、

カ
ー
ボ
ン
は
腫
れ
が
引
く
ま
で
は
Ｂ

Ｂ
を
用
い
、
そ
の
後
は
Ａ
Ｂ
や
Ｂ
Ｄ

を
使
用
し
た
。
照
射
部
位
お
よ
び
時

間
は
、
側
臥
位
で
、
肛
門
１５
分
、
喉

‐５
分
、
下
腹
部
か
ら
陰
嚢
部
６０
分
、

足
裏
３０
分
、
後
頭
部
１０
分
ヽ
腰
１０
貧

膝
１０
分
、
次
い
で
仰
臥
位
に
し
て
左

右
か
ら
、
頬
部
１５
分
、
側
腹
部
１５
分
、

陰
嚢
部
１５
分
、
膝
１０
分
照
射
し
た
。

患
者
は
照
射
中
に
、
痛
み
が
大
分

色
々
な
治
療
所
に
通

っ
た
り
し
た
。

し
か
し
努
力
の
甲
斐
な
く
、
昨
年
の

八
月
に
下
肢
の
痛
み
の
た
め
全
く
動

け
な
く
な
り
、
〓
一ケ
月
間
、
寝
た
き
り

に
な

っ
た
た
め
余
儀
な
く
入
院
し
た
。

医
師
は
腰
椎
椎
間
板

ヘ
ル
ニ
ア
と

診
断
し
、
手
術
し
か
な
い
と
手
術
を

受
け
る
よ
う
に
進
め
た
が
、
痛
み
を

我
慢
し
て
少
し
動
け
る
よ
う
に
な

っ

た
た
め
、
ど
う
し
て
も
手
術
を
し
な

い
で
治
し
た
い
と
退
院
し
た
。
こ
の
こ

と
を
知

っ
た
伯
母
が
、遠
方
か
ら
わ
ざ

わ
ざ
サ
ナ
モ
ア
光
線
器
を
持

っ
て
来

て
く
れ
た
が
、勝
手
に
治
療
す
る
よ
り

は
と
本
年
の
四
月
二
十
七
日
に
痛
み

を
こ
ら
え
て
ハ
イ
ヤ
ー
で
来
所
し
た
。

療
法
経
過
　
即
刻
、
光
線
治
療
を

始
め
た
。
治
療
器
は
二
台
、
三
台
、

時
に
四
台
使
い
、
カ
ー
ボ
ン
は
Ａ
Ｂ

や
Ｂ
Ｄ
や
Ｂ
Ｃ
を
用
い
て
、
三
時
間

か
ら
五
時
間
照
射
し
た
が
、
最
初
は

ど
ん
な
に
照
射
し
て
も
熱
が
ら
ず
気

持
ち
が
良
い
と
言
う
だ
け
で
、
私
が

参

っ
て
治
療
を
終
え
る
状
態
だ
っ
た
。

ま
た
開
始
直
後
に
は
陽
性
反
応
で
却
っ

て
痛
ん
だ
こ
と
も
あ

っ
た
が
、
伯
母

が
光
線
は
絶
対
に
良
い
か
ら
途
中
で

止
め
た
ら
駄
日
、
と
言

っ
て
い
る
の

で
、
何
と
し
て
も
治
る
ま
で
頑
張
り

ま
す
、
と
覚
悟
の
ほ
ど
を
話
し
て
い

た
。
な
お
私
が
留
守
を
し
た
日
は
自

宅
で
照
射
を
続
け
て
貰

っ
た
。

四
、
五
回
治
療
し
た
頃
か
ら
改
善

の
兆
し
が
は
っ
き
り
し
始
め
、
徐
々

に
身
体
も
柔
ら
か
く
動
か
せ
る
よ
う

に
な

っ
た
の
で
、
軽
い
運
動
を
始
め

た
。
六
回
日
、
七
回
目
と
腰
や
足
の

痛
み
も
軽
く
な
り
、
少
し
づ

つ
強
め

の
運
動
を
し
、
自
宅
で
も
実
行
す
る

よ
う
に
し
た
。
八
回
目
に
は
、
そ
れ

ま
で
全
然
出
来
な
か

っ
た
、
両
膝
を

曲
げ
て
胸
に
つ
け
足
を
伸
ば
す
と
同

時
に
背
を
さ

っ
と
起
こ
す
動
作
が
苦

も
な
く
出
来
る
よ
う
に
な

っ
た
。

そ
の
後
、
再
度
医
師
の
診
療
を
受

け
た
が
、
こ
れ
ま
で
仰
向
け
に
寝
て

足
を
上
げ
る
と
痛
み
の
た
め
１０
度
位

し
か
上
が
ら
な
か

っ
た
の
が
８０
度
ま

で
上
が
る
よ
う
に
な
り
、
こ
れ
な
ら

手
術
は
見
合
わ
せ
よ
う
と
言
わ
れ
た

と
大
変
な
喜
び
よ
う
で
あ

っ
た
。
今

も
自
分
で
片
道
３０
分
の
道
の
り
を
運

転
し
て
治
療
に
来
て
い
る
が
、
完
全

に
治
る
ま
で
続
け
る
と
言

っ
て
い
る
。

春
日
市
　
育
美
健
康
光
線
療
研

前
田
　
ミヽ
サ
氏
報
告

丁
巨
Ｌ
Ｏ
九
二
―
五
八

一
―
二
〇
二
九

薄
ら
ぎ
楽
に
な
っ
た
と
言

っ
て
い
た
。

翌
朝
、
尿
道
か
ら
ひ
ど
い
悪
臭
の
あ

る
血
膿
が
出
始
め
た
が
、
そ
れ
か
ら

は
日
を
追

っ
て
痛
み
が
楽

に
な
り
、

陰
嚢
部
の
熱
感
や
光
沢
も
取
れ
て
き

た
。
五
日
日
頃
に
は
、
血
膿
が
出
な

く
な
り
、
陰
嚢
も
普
通
に
戻
り
、
峠

は
越
え
た
と
確
信
し
た
。
念
の
た
め
、

十
五
日
間
治
療
を
続
け
完
治
と
し
た
。

な
お
患
者
は
当
時
独
身
で
、
お
た

ふ
く
風
邪
で
睾
丸
炎
を
起
こ
す
と
男

性
に
原
因
が
あ
る
不
妊
症
に
な
る
恐

れ
が
あ
り
心
配
し
た
が
、
そ
の
後
に

結
婚
し
て
無
事
に
二
児
の
父
親
に
な
っ

た
こ
と
を
付
け
加
え
て
お
く
。

川
崎
市
　
東
京
光
線
治
療
院

海
渡
　
一
一言
一氏
報
告

丁
Ｅ
Ｌ
Ｏ
四
四
―
七
二
二
―
五
〇
六
七

引匿1匡|1回|□匿ト
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心

筋

梗

塞

昭
和
５７
年
３
月
２‐
日
、
私
は
長
女

の
結
婚
式
の
翌
日
に
心
筋
梗
塞
の
た

め
救
急
車

で
病
院

に
担

ぎ
込
ま
れ
ま
し
た
。
家

内
は
医
師
か
ら

一‐残
念

で
す
が

一
刻
も
早
く
家

族

の
方
を
集
め
て
下
さ

い
」
と
言
わ
れ
、
近
く

に
住
ん
で
い
る
長
男

に

連
絡

し
た
そ
う

で
す
。

長
女
は
新
婚
旅
行

で
沖

縄

に
居
ま
し
た
が
、
旅

行
を

一
日
で
中
断
し
て

急
遠
病
院

に
駆
け
付
け

た
そ
う
で
す
。

私
が
気
が
付
い
た
時
、

家
族

の
者
は
皆
心
配
そ

う
に
私
を
取
り
囲
ん
で
い
ま
し
た
。

私
は

一
命
を
取
り
止
め
、
そ
れ
か
ら

リ
ハ
ビ
リ
、
心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
等
を

し
ま
し
た
が
、
心
臓
の
バ
イ
パ
ス
手

術
は
ど
う
し
て
も
決
心
が
つ
き
ま
せ

ん
。
丁
度
そ
の
頃
、
坂
本
貴
子
先
生

（平
成
四
年

一
月

一
日
発
行
の
本
紙

二
六
四
号
に

「
サ
ナ
モ
ア
光
線
と
の

出
会
い
」
と
言
う
原
稿
を
発
表
さ
れ

て
い
ま
す
）
が
病
院
に
見
舞
い
に
来 徳永 寛

て
下
さ
り
、
サ
ナ
モ
ア
光
線
の
話
を

聞
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
二
度
、
三

度
と
見
舞
い
に
来
て
下
さ
る
う
ち
に

「
光
線
療
法
学
」

の
本
を
貸
し
て
頂

い
て
入
院
中
に
読
み
ま
し
た
が
、
こ

れ
ほ
ど
合
理
的
な
治
療
法
は
他
に
な

い
と
思
い
、
退
院
し
た
ら
す
ぐ
始
め

よ
う
と
心
に
決
め
た
の
で
す
。

退
院
し
て
早
々
に
先
生
を
通
じ
て

サ
ナ
モ
ア
を
購
入
し
、
早
速
照
射
し

始
め
現
在
も
ず
っ
と
続
け
て
い
ま
す
。

お
陰
で
、
私
は
園
芸
、
畑
仕
事
と
普

通
の
人
よ
り
も
元
気
に
日
々
を
頑
張
っ

て
い
ま
す
。
家
内
も
長
年
患

っ
て
い

ま
し
た
痔
疾
が
治
癒
し
、
そ
の
後
も

予
防
の
た
め

一
日
も
欠
か
さ
ず
照
射

し
て
い
ま
す
。
長
男
は
野
球
の
幹
部

を
し
て
い
る
た
め
運
動
が
激
し
く
、

部
員
の
人
に
も
照
射
し
て
あ
げ
て
い

る
ら
し
い
の
で
す
が
、
大
抵
の
事
に

は
驚
か
な
い
の
に
サ
ナ
モ
ア
は
良
く

効
く
と
喜
ん
で
い
ま
す
。
長
女
は
三

年
前
に
大
病
を
患
い
大
手
術
を
受
け

ま
し
た
が
、
退
院
の
日
に
長
男
が
サ

ナ
モ
ア
を
貸
し
て
や
り
、
そ
の
後
に

自
分
で
購
入
し
て
照
射
を
続
け
、
今

で
は
片
道
三
十
キ
ロ
メ
ー
タ
ー
の
道

程
を
自
分
で
車
を
運
転
し
て
私
の
家

に
や

っ
て
来
る
程
ま
で
に
元
気
に
な

り
ま
し
た
。

私
が
購
入
し
て
か
ら
、
長
男
、
長

女
、
私
達
夫
婦
の
兄
弟
、
姉
妹
、
親

族
、
友
達
と
皆
サ
ナ
モ
ア
を
購
入
し
、

大
変
な
好
評
を
得
て
お
り
ま
す
。
正

に
サ
ナ
モ
ア
家
族
で
す
。
こ
れ
も
偏

に
坂
本
先
生
の
お
陰
と
感
謝
し
て
毎

日
を
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。

山
口
県
熊
毛
郡
熊
毛
町

今
か
ら
十
七
年
前
に
な
り
ま
す
が
、

勤
務
先
よ
り
帰
宅
し
て
自
宅
前
の
溝

の
掃
除
を
し
て
い
て
、
頭
を
上
げ
た

瞬
間
、
近
所
の
人
が
親
子
で
キ
ャ
ッ

チ
ボ
ー
ル
を
し
て
い
た
ボ
ー
ル
が
後

頭
部
に
当
た
り
、
意
識
朦
朧
と
な
り

入
院
し
ま
し
た
。
そ
の
際
、
家
族
の

者
は
医
師
よ
り
、
こ
こ
二
、
二
日
が

危
険
と
言
わ
れ
た
そ
う
で
す
。
そ
れ

か
ら

一
週
間
程
し
て
意
識
は
戻

っ
た

も
の
の
、
全
身
か
ら
力
が
抜
け
た
よ

う
で
下
半
身
が
ま
ま
に
な
ら
ず
、
歩

行
が
困
難
に
な
り
、
頭
痛
を
伴

い
、

む
ち
打
ち
症
状

に
苦
し
み
ま
し
た
。

そ
ん
な
あ
る
日
、
サ
ナ
モ
ア
光
線
療

法
の
治
療
所
を
開
い
て
い
る
先
生
を

紹
介
さ
れ
、
と
に
か
く
行
こ
う
と
思

い
ま
し
た
。

サ
ナ
モ
ア
光
線
療
法
を
受
け
た
後

に
起
き
た
奇
跡
は
、
大
袈
裟
で
な
く

奇
跡
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
の
で

す
が
、
私
と
主
人
に
し
か
分
か
ら
な

い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
自
動
車
に
乗

る
に
も
、
片
足
を
乗
せ
て
か
ら
フ
ラ

鶴務籍轟凛
フ
ラ
し
て
後
足
が
つ
い
て
″何
か
な
か
っ

た
の
で
す
が
、
光
線
療
法
を
う
け
て

か
そ
れ
ま
で
フ
ラ
フ
ラ
し
て
い
た
の

が
嘘
の
よ
う
に
サ
ッ
サ
と
自
動
車
に

乗
る
こ
と
も
出
来
、
自
分
乍
ら
ひ
っ

く
り
し
ま
し
た
。

持
病
の
糖
尿
病
は
、
昭
和
２‐
年
に

発
見
さ
れ
た
の
で
す
が
、
食
事
療
法

と
適
当
な
運
動
療
法
と
で
バ
ラ
ン
ス

を
と

っ
て
来
ま
し
た
。
し
か
し
前
に

述
べ
た
突
然
の
外
傷
後
に
バ
ラ
ン
ス

が
崩
れ
、
血
糖
値
が
不
安
定
に
な
り

ま
し
た
が
、
サ
ナ
モ
ア
光
線
療
法
を

受
け
て
か
ら
落
ち
着
い
て
来
ま
し
た
。

約
六
年
前
か
ら
、
何
が
原
因
か
、

透
析
を
受
け
る
身
に
な
り
ま
し
た
が
、

普
通
は
週
２
回
か
ら
３
回
、
４
時
間

の
透
析
を
受
け
る
の
で
す
が
、
私
は

今
年
の
３
月
ま
で
週
１
回
、
３
時
間

の
透
析
で
、
現
在
は
週
２
回
、
３
時

間
の
透
析
で
す
。
検
査
結
果
も
調
子

も
良
く
、
今
度
も
昔
の
陸
軍
病
院
時

代
の
Ｏ
Ｂ
会
に
岡
山
迄
行
き
ま
す
。

少
し
で
も
腰
が
だ
る
い
感
じ
が
し
た

時
は
、
光
線
を
か
け
ま
す
と
シ
ャ
ン

と
し
て
元
気
に
な
り
、
本
当
に
不
思

議
な
位
で
す
。
調
子
が
悪
く
な

っ
て

入
院
し
て
も
、
早
く
帰

っ
て
光
線
を

か
け
よ
う
と
思

っ
て
退
院
し
ま
す
。

今
現
在
、
Ａ
Ｂ
カ
ー
ボ
ン
で
朝
夕

か
け
て
お
り
ま
す
。
私
に
と

っ
て
は

サ
ナ
モ
ア
光
線
が
命
網
の
よ
う
で
す
。

毎
日
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

兵
庫
県
尼
崎
市
名
神
町

糖
尿
病
の
治
療
体
験

今
か
ら
数
え
て
十
七
年
前
の
事
に

金
（
ペ
ー
ジ
に
つ
づ
く
） 石井 信夫
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（五
ペ
ー
ジ
か
ら

つ
づ
く
）

な
り
ま
す
。
そ
の
頃
か
ら
身
体

の
不

調
を
感
じ
始
め
、
疲
れ
と
喉
の
渇
き

を
覚
え
、
仕
事
も
手

に

つ
か
ぬ
状
態

に
な

っ
て
来
た

の
で
、
取
り
敢
え
ず

病

院

で
検

査

を

受

け

た

の

で

す

が
、
血
糖
値
が

２
５
０
以
上

も

あ

り
、
完
全

に
糖
尿
病
と
診
断
さ
れ
ま

し
た
。
早
速
、
通
院

で
治
療
を
受
け
始
め

ま
し
た
が
、
治
療
を
続
け
て
い
る
の

に
神
経
痛
を
起

こ
し
た
り
、
更
に
顔

面
神
経
麻
痺
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
そ
れ
，
人
院
し
て
治
療
を
続
け

る
こ
と
に
し
ま
し
た
が
、
眼
底
出
血

を
起

こ
し
た
り
、
手
足
が
じ
び
れ
た

よ
う
に
な

っ
た
り
、
反
対

に
悪
く
な

る
ば
か
り
で
、

こ
の
ま
ま
病
院

に
い

て
も
良

い
方
に
向
か
な
い
の
で
は
な

い
か
と
不
安

で
し
た
。

そ
ん
な
こ
ん
な

で
困

っ
て
い
る
矢

先

に
知
人
か
ら
、
だ
ま
さ
れ
た

つ
も

り
で
光
線
治
療
を
受
け
て
見
な
い
か

と
誘
わ
れ
、
早
速
、
川
崎

の
海
渡
先

生

の
所

に
通
い
始
め
ま
し
た
。

先
生
が
親
切

に
、
丁
寧
に
治
療
し
、

指
導
し
て
下
さ

っ
た
お
陰

で
、
光
線

治
療
を
始
め
て

一
、
ニ
ケ
月
過
ぎ
た

頃
か
ら
、
あ
ん
な
に
頑
圏
で
ひ
ど
か
っ

た
病
状
が
少
し
づ

つ
回
復
し
て
来
ま

し
た
。
六
ケ
月
後

に
は
、
会
社

に
出

勤
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
病

気

で
苦
し
く

つ
ら
か

っ
た
日
々
を
、

明
る
く
楽
し
く
過
ご
せ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

今
、
毎
日
、
会
社
に
出
勤
し
て
い

ま
す
。
定
年
間
近

（昭
和
７
年
生
）

な
年
齢
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
無
理

は
し
な
い
よ
う
に
し
な
が
ら
頑
張

っ

て
い
ま
す
。
光
線
治
療

の
お
陰
で
、

少
々
の
こ
と
で
は
風
邪
も
引
か
な
く

な
り
、
元
気
に
働
け
ま
す
ｃ
光
線
治

療
で

一
員
は
失
い
か
け
た
健
康
を
取

り
戻
し
、
健
康
で
あ
る
こ
と
の
素
晴

ら
し
さ
に
感
動
、
感
謝
し
て
過
ご
し

て
い
ま
す
。

何
事
も
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
病

気
の
苦
し
み
も
、
一病
気
か
ら
救
わ
れ

た
喜
び
も
、
は
た
同
で
は
分
か
り
ま

せ
ん
。
自
分
が
病
気
に
な

っ
て
始
め

て
分
か
る
の
で
す
）^
径
験
せ
ず
に
良

じ
悪
し
の
判
断
を
し
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
そ
の
点
、
光
線
治
療
は
身
体
の

内
部
か
ら
治
す
の
で
安
心
し
て
使
え

ま
す
。
そ
の
上
、
気
持
ち
良
く
治
療

出
来
る
事
を
し
み
じ
み
と
有
り
難
い

と
思
い
ま
す
。
今
後
も
健
康
の
た
め
、

光
線
治
療
に
没
頭
し
て
続
け
よ
う
と

思

っ
て
い
ま
す
。千
葉
県
鴨
川
市
栗
斗

サ
ナ
モ
ア
光
線
治
療
器
を
知
り
ま

し
た
の
は
、
私
の
長
男
が
三
十
八
歳

の
時

で
す
。
胸

の
病

に
な
り
、
診
療

の
結
果
、
片
肺
が
自
く
な

っ
て
い
る

か
ら
早
～

人
院
す
る
よ
う
に
中
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
頃
、
印
刷
屋
を
し

て

お
り
ま
し
た
の
で
、
入
院
し
た
ら
大

変
と
心
配
致

し

て
お
り
ま
し
た
ら
、

神
様
の
引
き
合
わ
せ
で
ご
ざ
い
ま
し
ょ

う
、
大
本
様

（大
本
教
）
か
ら
成
瀬

先
生
が
お
見
え
に
な
り
、
心
配

い
り

ま
せ
ん
、
サ
ナ
モ
ア
と
言

っ
て
と

て

も
良
い
物
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
そ
れ

に
お
か
か
り
に
な
り
ま
し
た
ら
、
　
一

年
半
位

で
治
り
ま
す
、
請
け
合

い
ま

すヽ
、
と
中

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
時

の

嬉
し
か

っ
た
事
、
今
′思
い
出
し
て
も

有
り
難
く
感
謝

て

一
杯
で
こ
ざ

い
ま

ユ・́
）^早
速
、

十
一′モ

マ左
】送

っ
て
頂

く

事

に
し
ま
し
た
こ
そ
の
頃
、
今
拾
万

円

の
品
と
同
じ
物
が
四
万
円
で
こ
ぎ

い
ま
し
た
。
成
瀬
先
生
が

一
年
半
位

で
立
派

に
治
り
ま
す
と
申
さ
れ
た
事

は
前
に
書
き
ま
し
た
が
、
本
当

に
そ

の
通
り
に
治
り
ま
し
て
、
息
子
は
今

七
十
歳

で
ご
ざ

い
ま
す
が
、
大
元
気

で
ご
ざ

い
ま
す
。

私
は
大
本
信
者
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

大
本
様

の
大
先
生
、

日
出
麿
先
生
、

九
十
五
歳

に
な
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、

時

々
、

サ
ナ
モ
ア
に
お
か
か
り
に
な

ら
れ
て
、
大
変
お
元
気
な
事
が
、

″お

ほ
も
と
″

に
何
時
も
書
い
て
あ
り
ま

す

の
で
、
心
嬉
し
く
有
り
難
く
、
感

謝
中
し
上
げ

て
お
り
ま
す
。

宮
崎
県
延
岡
市
稲
葉
崎
町

（本
紙
の
無
断
転
用
を
禁
止
し
ま
す
。
）

齊倅
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